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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油中水中油タイプの多相エマルションであって、内相に平均粒子径の異なる水中油エマ
ルションが少なくとも２種独立に存在し、前記少なくとも２種の水中油エマルションが、
１）乳化処理により調製されたエマルション、及び
２）乳化後に微粒子化処理により調製されたエマルションの、少なくとも２種の平均粒子
径の異なる水中油エマルションを含み、且つ、前記独立に存在する平均粒子径の異なる少
なくとも２種の水中油エマルションのそれぞれの油相中に有効成分が含有されていること
を特徴とする、複合エマルション。
【請求項２】
 有効成分が、美肌剤、保湿剤、紫外線吸収剤、育毛剤、美白剤、抗炎症剤及び代謝促進
剤であることを特徴とする、請求項１に記載の複合エマルション。
【請求項３】
 次に示すステップによって製造されることを特徴とする、請求項１又は２に記載の複合
エマルション。
１）最終形態に於ける内相に存在する乳化処理により調製されたエマルション及び、乳化
後に微粒子化処理により調製されたエマルションを含む、平均粒子径の異なる少なくとも
２種の水中油エマルションを独立に製造するステップ。
２）最終形態に於ける外相を調製するステップ。
３）前記少なくとも２種の水中油エマルションを除く内相の成分を調製するステップ。
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４）３のステップで調製した成分中に、１のステップで製造した少なくとも２種の水中油
エマルションを順次、独立に添加し、最終形態に於ける内相部分を製造するステップ。
５）ステップ２で調製した最終形態に於ける外相と、ステップ４で調製した最終形態に於
ける内相とから多相エマルションを製造するステップ。
【請求項４】
 皮膚外用剤であることを特徴とする、請求項１～３何れか１項に記載の複合エマルショ
ン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、多相エマルションを利用した複合エマルションに関し、さらに詳細には有効成
分の放出制御に有用な複合エマルションに関する。
【０００２】
【従来の技術】
医薬などの分野に於いて、有効成分の放出制御は、その有効性を高め、副作用などの好ま
しくない作用を抑えたり、投与回数を少なくし、投与ミスを防ぐなどの見地から重要な課
題であり、この為、難溶性薬物の固溶体化技術、エイゾン、モノテルペン類、燐脂質類な
どの経皮吸収促進剤を用いた経皮吸収促進技術、エレクトロポーレーション、イオントフ
ォレーシス等の物理的な吸収促進手段の開発、複合顆粒剤カプセル化技術などがこの目的
で開発されている。この様な技術の内、経皮吸収の制御に関するものは、医薬の分野のみ
ならず、化粧料などの皮膚外用剤の分野にも応用されている。この様な皮膚外用剤の分野
に於ける有効成分の放出制御技術は、これまで知られているものの殆どは、何れも経皮吸
収の促進に関するものであり、作用時間の延長や恒常的制御などは望まれているにもかか
わらず、知られていないのが現状であった。
【０００３】
一方、多相エマルションは、油相成分が少ないにもかかわらず、優れたしっとり感を有し
、しかもベタツキも少ないと言う感触の良さを利用して、化粧料などの皮膚外用剤の分野
に於いて、有用な製剤として使用されているが、多相エマルションであって、異なる濃度
の有効成分を含有する少なくとも２種の相を構成要素として有する多相エマルションであ
る複合エマルション製剤は知られていないし、多相エマルションであって、内相に存在す
るエマルションが少なくとも２種存在する、多相エマルションも全く知られていない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、この様な状況下為されたものであり、作用時間の延長や恒常的制御など有効成
分の放出制御可能な、化粧料用或いは医薬用の製剤を提供することを課題とする。
【０００５】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、作用時間の延長や恒常的制御など有効成分の放
出制御可能な、化粧料用或いは医薬用の製剤を求め、鋭意研究努力を重ねた結果、油中水
中油タイプの多相エマルションであって、内相に存在する平均粒子径の異なるエマルショ
ンが少なくとも２種存在する、多相エマルションである複合エマルション製剤にその様な
特性があることを見いだし、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、以下に示す技
術に関するものである。
（１）　油中水中油タイプの多相エマルションであって、内相に平均粒子径の異なる水中
油エマルションが少なくとも２種独立に存在し、前記少なくとも２種の水中油エマルショ
ンが、
１）乳化処理により調製されたエマルション、及び
２）乳化後に微粒子化処理により調製されたエマルションの、少なくとも２種の平均粒子
径の異なる水中油エマルションを含み、且つ、前記独立に存在する平均粒子径の異なる少
なくとも２種の水中油エマルションのそれぞれの油相中に有効成分が含有されていること
を特徴とする、複合エマルション。
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（２） 有効成分が、美肌剤、保湿剤、紫外線吸収剤、育毛剤、美白剤、抗炎症剤及び代
謝促進剤であることを特徴とする、（１）に記載の複合エマルション。
（３） 次に示すステップによって製造されることを特徴とする、（１）又は（２）に記
載の複合エマルション。
１）最終形態に於ける内相に存在する乳化処理により調製されたエマルション及び乳化後
に微粒子化処理により調製されたエマルションを含む、平均粒子径の異なる少なくとも２
種の水中油エマルションを独立に製造するステップ。
２）最終形態に於ける外相を調製するステップ。
３）前記少なくとも２種の水中油エマルションを除く内相の成分を調製するステップ。
４）３のステップで調製した成分中に、１のステップで製造した少なくとも２種の水中油
エマルションを順次、独立に添加し、最終形態に於ける内相部分を製造するステップ。
５）ステップ２で調製した最終形態に於ける外相と、ステップ４で調製した最終形態に於
ける内相とから多相エマルションを製造するステップ。
（４） 皮膚外用剤であることを特徴とする、（１）～（３）何れかに記載の複合エマル
ション。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　本発明の複合エマルションは多相エマルションであることを必須の要素とする。ここで
本発明で言う複合エマルションとは、エマルションを構成する要素が単一でない、複合化
したものを意味し、例えば、水中油エマルションや油中水エマルション等に於いては、構
成する水相乃至は油相が、複数存在する様なものを意味し、乳化粒子によって、乳化粒子
の構成が異なるような形態のものを意味する。油中水中油エマルションや水中油中水エマ
ルションなどの多相エマルションに於いては、内水相或いは内油相に分散しているエマル
ションの構成の異なるものが複数存在するような形態のものを意味する。この様な複合エ
マルションにおいて、異なる濃度の有効成分を含有する少なくとも２種の相を構成要素と
して有する多相エマルションであることを本発明の複合エマルションは特徴とする。本発
明の複合エマルションは、多相エマルションであって、有効成分の放出の制御の有効性か
ら考えて、油中水中油エマルションである。有効成分が水不溶性物質或いは水難溶性物質
である場合には、この様な傾向は特に大きい。
【０００７】
　この様な油中水中油タイプの多相エマルションにおいて、本発明の複合エマルションと
しては、内水相に存在する平均粒子径の異なる水中油エマルションが２種以上存在し、有
効成分を含有する形態である。この時、内水相に存在する平均粒子径の異なる２種以上の
水中油エマルションは、成分構成などの物理的特性が異なることが、放出制御の観点から
は好ましい。平均粒子径が異なるように調整するには、乳化方法を通常の乳化方法によっ
て調製した粒子と、例えば、マイクロフルイダイザーなどのように微粒子に粒子系を調製
する機械で処理した微粒子とを混在させるような形態が挙げられる。この様な、形態の多
相エマルションを製造するにあたっては、内水相に存在する平均粒子径の異なる２種以上
の水中油エマルションが会合しないように、内水相調製時に、平均粒子径の異なる２種以
上の水中油エマルションを順次加えて調製することが好ましい。具体的には、次に示すス
テップに従って製造することが好ましい。尚、ここで対象としている有効成分は、各相に
おいて、同一の化学物質乃至はエキスである。
１）最終形態に於ける、内相に存在する乳化処理により調製されたエマルション及び乳化
後に微粒子化処理により調製されたエマルションを含む、平均粒子径の異なる少なくとも
２種の水中油エマルションを独立に製造するステップ。
２）最終形態に於ける外相を調製するステップ。
３）最終形態に於ける内相の、内相に存在する前記平均粒子径の異なる少なくとも２種の
水中油エマルションを除く成分を調製するステップ。
４）前ステップで調製した、最終形態に於ける内相の、内相に存在する前記平均粒子径の
異なる少なくとも２種の水中油エマルションを除く成分中に、１のステップで製造した前
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記平均粒子径の異なる少なくとも２種の水中油エマルションを順次、独立に添加し、最終
形態に於ける内相部分を製造するステップ。
５）ステップ２で調製した最終形態に於ける外相と、ステップ４で調製した最終形態に於
ける内相とから多相エマルションを製造するステップ。
【０００８】
前記本発明の複合エマルションにおいて、必須構成要素として含有される有効成分として
は、通常医薬品の薬効成分、化粧料の訴求成分として使用されているものであれば特段の
限定なく使用することができる。特に、皮膚外用医薬組成物や化粧料に適用する場合に於
いては、美肌剤、保湿剤、紫外線吸収剤、育毛剤、美白剤、抗炎症剤及び代謝促進剤等が
好ましく例示できる。美肌剤としては、ビタミンＡ類、ビタミンＥ類、ウルソール酸やオ
レアノール酸等のトリテルペン酸と生理的に許容されるその塩、アルキル或いはベンジル
のような芳香族エステル、ローズマリーエキスやツボクサエキス等の生薬エキス、スフィ
ンゴシン、フィトステロール、フィトステロール配糖体、ヒオウギイソフラボン、ダイズ
イソフラボンなどのイソフラボン類やその配糖体などの天然成分が例示でき、保湿剤とし
ては、グルコシルエトキシメタアクリレート共重合体、ヒアルロン酸及び／又はその塩、
硫酸化トレハロース及び／又はその塩、メタアクリロイルオキシエトキシフォスファチジ
ルコリン共重合体などが好ましく例示でき、美白剤としては、アスコルビン酸及び／又は
その塩、アスコルビン酸グルコシド、そのアシル化体、アスコルビン酸リン酸マグネシウ
ム塩などのアスコルビン酸誘導体、アントシアニジン、タンニンなどのポリフェノール類
やアルキルレゾルシノール、アルブチンなどのフェノール性物質、グルタチオンやトリパ
ノチオンなどのシステインペプチド類とその誘導体、トラネキサム酸とその誘導体などが
好ましく例示でき、紫外線吸収剤としては桂皮酸エステル類、アミノ安息香酸の誘導体、
ベンゾフェノン類、アセチルアセトン類等が好ましく例示でき、育毛剤としては、ビタミ
ンＥニコチネートなどのトコフェロール誘導体、ミノキシジル、塩化カルプロニウム、サ
ンザシエキスサンシャエキスなどの生薬エキス類等が好ましく例示でき、抗炎症剤として
は、インドメタシン、ピロキシカム、ケトプロフェン、スプロフェン、ケトチフェン、イ
ブプロフェン、ブフェキサマク等の非ステロイド系抗炎症剤、デキサメタゾン、ベクロメ
タゾン等のステロイド系抗炎症剤、グリチルリチン、グリチルレチン等のトリテルペン及
びその誘導体、シラカバエキス、カモミールエキス、カンゾウエキスなどの生薬エキスな
どが好ましく例示できる。これらの含有量は、最終形態の総量でエマルション組成物全量
に対して、０．０００１～５重量％が好ましく、更に好ましくは、０．００１～１重量％
である。これら有効成分の、各相における含有量は同じでも良いし、異なっていても良い
。これらの含有量の比により、放出特性を調整することができる。
【０００９】
　前記本発明の複合エマルションでは、上記必須の成分以外に、通常医薬組成物や化粧料
で使用される任意の成分を含有することができる。この様な任意の成分としては、例えば
、スクワラン、ワセリン、マイクロクリスタリンワックス等の炭化水素類、ホホバ油、カ
ルナウバワックス，オレイン酸オクチルドデシル等のエステル類、オリーブ油、牛脂、椰
子油等のトリグリセライド類、ステアリン酸、オレイン酸、リチノレイン酸等の脂肪酸、
オレイルアルコール、ステアリルアルコール、オクチルドデカノール等の高級アルコール
、スルホコハク酸エステルやポリオキシエチレンアルキル硫酸ナトリウム等のアニオン界
面活性剤類、アルキルベタイン塩等の両性界面活性剤類、ジアルキルアンモニウム塩等の
カチオン界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル、脂肪酸モノグリセライド、シュガー
エステル、これらのポリオキシエチレン付加物、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシエチレン脂肪酸エステル等の非イオン界面活性剤類、ポリエチレングリコール
、グリセリン、１，３－ブタンジオール等の多価アルコール類、増粘・ゲル化剤、酸化防
止剤、紫外線吸収剤、色剤、防腐剤、粉体等を好ましく例示できる。これらの内、特に好
ましいものは、非イオン界面活性剤であるジポリヒドロキシステアリン酸ポリオキシエチ
レンとシュガーエステルである。シュガーエステルとしては、通常この様な乳化組成物で
使用されているものであれば特段の限定無く使用することが出来、例えば、ショ糖のラウ
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リン酸エステル、ミリスチン酸エステル、パルミチン酸エステル、ステアリン酸エステル
、ベヘン酸エステル、オレイン酸エステル、リノール酸エステル、リノレイン酸エステル
、リチノレイン酸エステル、酢酸エステル、イソステアリン酸エステル、イソオクタン酸
エステル及びこれらの混合エステル等が例示でき、好ましいものとしては飽和脂肪酸で炭
素数が１２以上の脂肪酸のエステルが例示できるが、特に好ましいものは、エステルを構
成する脂肪酸組成がステアリン酸を中心とするものであって、かかる脂肪酸組成が大凡ス
テアリン酸：パルミチン酸＝７：３のステアリン酸・パルミチン酸混合脂肪酸のものが特
に好ましい。この様なものとしては第一工業製薬株式会社より市販されている「シュガー
ワックス（登録商標）Ｓ－１０E」が特に好ましく例示できる。本発明の乳化組成物に於
けるこの様なシュガーワックスの好ましい含有量は、乳化組成物全量に対して、０．１～
１０重量％であり、更に好ましくは、０．５～５重量％である。これは少なすぎると安定
化効果が得られない場合があり、多すぎると処方の自由度を阻害したりする場合があるか
らである。ジポリヒドロキシステアリン酸ポリオキシエチレンは、ポリエチレングリコー
ルをアルカリ存在下、ポリ（１２－ヒドロキシステアリン酸）に塩化チオニル等のハロゲ
ン化剤を反応させて調製した、酸クロライドを反応させることにより得ることができる。
この時、酸クロライドの量を多めにするとジ以上のポリエステルが得られるし、この量が
少なければモノエステル等のアシル化率の低いものが得られる。この場合、ポリエチレン
グリコールのサイズとしては、平均分子量で４００～６０００が好ましい。一方、他方の
構成要素である、ポリ（１２－ヒドロキシステアリン酸）は、この必須成分中で疎水基と
なる部分で、そのサイズとしては平均分子量１０００～３０００であることが好ましい。
この様なジポリヒドロキシステアリン酸ポリオキシエチレンの中には既に市販されている
ものがあり、本発明ではその様な市販品を利用することもできる。この様な市販品の内、
特に好ましいものは、ウニケマ社より市販されている、「アラセルＰ－１３５」である。
このものは、ポリエチレングリコール（平均分子量１５００）のポリ（１２－ヒドロキシ
ステアリン酸）のジエステルであり、その平均分子量は約５０００である。本発明の乳化
組成物に於いては、ジポリヒドロキシステアリン酸ポリオキシエチレンは唯一種を含有す
ることもできるし、二種以上を組み合わせて含有することもできる。これらは、本発明の
乳化系に於いて連続相を安定に存在させる作用を有する。これらの好ましい含有量は、乳
化組成物全量に対する、これらの総量で０．１～１０重量％が好ましく、１～５重量％が
更に好ましい。これは、この量範囲において、安定な乳化組成物が得られるからである。
【００１０】
　本発明の複合エマルションは、上記の成分を、上記に示した方法により処理することに
より製造することができる。本発明の複合エマルションは、含有する有効成分の放出制御
が可能であるため、医薬組成物或いは化粧料などに適応すると、有効成分の効果より高く
することができたり、活性の効率を向上させたりすることができる。この様な作用は、例
えば抗ガン剤を有効成分とした注射剤などに適用し、肝臓癌などにおける、血管閉塞化学
療法に徐放剤形として応用することも可能であるが、化粧料や皮膚外用医薬などの皮膚外
用剤に適用し、経皮吸収などを改善する目的、或いは、経皮投与によるコントロールドリ
リースに応用することが、その効果をより発揮できるので好ましい。
【００１１】
【実施例】
以下に、実施例を示して、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明が、これら
実施例にのみ限定を受けないことは言うまでもない。
【００１２】
＜実施例１＞
　以下に示す、処方に従って、本発明の複合エマルションを作成した。即ち、イ、ロの成
分をそれぞれ７０℃に加熱し、イに徐々にロを加えて乳化し、粗乳化物を作成し、これを
マイクロフルイダイザーにかけて粒子を均一化処理し、内相に分散させる水中油エマルシ
ョン１を作成した。ハ、ニの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、ハにニを徐々に加え乳化し
、内相に分散させる水中油エマルション２を作成した。ホ、ヘの成分をそれぞれ７０℃に
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加熱し、ヘにエマルション１を加え分散させた後、エマルション２を加え分散させ、これ
をホに徐々に加え乳化し、攪拌冷却し本発明のエマルションを作成した。このものをメン
ブランフィルターを用いた透過試験にかけ、製剤による有効物質である、グリチルレチン
酸ステアリルエステルの透過特性の差を検討した。比較例１として、処方内の全てのグリ
チルレチン酸ステアリルエステルをエマルション１に含有させたものを、比較例２として
、処方内の全てのグリチルレチン酸ステアリルエステルをエマルション２に含有させたも
のを、比較例３として、処方内の全てのグリチルレチン酸ステアリルエステルを外油相に
含有させたものを作成し、有効成分の内、グリチルレチン酸ステアリルについて、透過特
性も調べた。透過試験はフランツ型のセルチャンバーを用い、ポア径が４７５nm、フィル
ターの直径４７mmのミリポアフィルターを隔膜として用い、エタノール：ポリエチレング
リコール：水：ＰＯＥ（１２）グリセリルモノステアレート＝４０：１０：４８：２の混
合液を溶出液としてレシーバー側に充填し、隔膜上に２ｇのエマルションをのばし、移行
量（ｍｇ）の経時変化を高速液体クロマトグラフィーにより測定した。結果を表１に示す
。これより、本発明の複合エマルションに於いては有効成分の移行量がどの時点に於いて
も高く、優れた有効成分の放出特性を有することがわかる。
（イ）
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　重量部
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　 ０．４　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
ステアリルステアレート　　　　　　　　　　　　 ０．６　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
（ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　　　　　　 ０．３　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　 １５　　　重量部
ツボクサエキス　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２１．４　重量部
（ハ）
ホホバアルコール　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．０６重量部
レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
揮発性ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　重量部
グリセリルトリイソオクタネート　　　　　　　　 ０．８　重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
（ニ）
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．５　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．０７重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．５７重量部
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
ケルトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ホ）
アラセルＰ－１３５　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０　　　重量部
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フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．３　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．５　重量部
揮発性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．０６重量部
ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ヘ）
シリカ被覆チタンマイカコーテドシリカ　　　　　 １　　　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ６　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
グルコシルエトキシメチルアクリレートポリマー　 １　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０．９　重量部
【００１３】
【表１】

【００１４】
＜実施例２＞
　実施例１と同様に、以下に示す、処方に従って、本発明の複合エマルションを作成した
。即ち、イ、ロの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、イに徐々にロを加えて乳化し、粗乳化
物を作成し、これをマイクロフルイダイザーにかけて粒子を均一化処理し、内相に分散さ
せる水中油エマルション１を作成した。ハ、ニの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、ハにニ
を徐々に加え乳化し、内相に分散させる水中油エマルション２を作成した。ホ、ヘの成分
をそれぞれ７０℃に加熱し、ヘにエマルション１を加え分散させた後、エマルション２を
加え分散させ、これをホに徐々に加え乳化し、攪拌冷却し本発明のエマルションを作成し
た。このものをメンブランフィルターを用いた透過試験にかけ、製剤による有効物質であ
る、ウルソール酸ベンジルの透過特性の差を検討した。比較例４として、処方内の全ての
ウルソール酸ベンジルをエマルション１に含有させたものを、比較例５として、処方内の
全てのウルソール酸ベンジルをエマルション２に含有させたものを、比較例６として、処
方内の全てのウルソール酸ベンジルを外油相に含有させたものを作成し、有効成分の内、
ウルソール酸ベンジルについて、透過特性も調べた。透過試験はフランツ型のセルチャン
バーを用い、ポア径が４７５nm、フィルターの直径４７mmのミリポアフィルターを隔膜と
して用い、エタノール：ポリエチレングリコール：水：ＰＯＥ（１２）グリセリルモノス
テアレート＝４０：１０：４８：２の混合液を溶出液としてレシーバー側に充填し、隔膜
上に２ｇのエマルションをのばし、移行量（ｍｇ）の経時変化を高速液体クロマトグラフ
ィーにより測定した。結果を表２に示す。これより、本発明の複合エマルションに於いて
は有効成分の移行量がどの時点に於いても高く、優れた有効成分の放出特性を有すること
がわかる。
（イ）
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　重量部
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　 ０．４　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ウルソール酸ベンジル　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ステアリルステアレート　　　　　　　　　　　　 ０．６　重量部
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ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
（ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　　　　　　 ０．３　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　 １５　　　重量部
ツボクサエキス　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２１．４　重量部
（ハ）
ホホバアルコール　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．０６重量部
レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ウルソール酸ベンジル　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
揮発性ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　重量部
グリセリルトリイソオクタネート　　　　　　　　 ０．８　重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
（ニ）
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．５　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．０７重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．５７重量部
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
ケルトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ホ）
アラセルＰ－１３５　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０　　　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．３　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．５　重量部
揮発性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ウルソール酸ベンジル　　　　　　　　　　　　　 ０．０６重量部
ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ヘ）
シリカ被覆チタンマイカコーテドシリカ　　　　　 １　　　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ６　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
グルコシルエトキシメチルアクリレートポリマー　 １　　　重量部
水 １０．９重量部
【００１５】
【表２】

【００１６】
＜実施例３＞
　実施例１と同様に、以下に示す、処方に従って、本発明の複合エマルションを作成した
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。即ち、イ、ロの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、イに徐々にロを加えて乳化し、粗乳化
物を作成し、これをマイクロフルイダイザーにかけて粒子を均一化処理し、内相に分散さ
せる水中油エマルション１を作成した。ハ、ニの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、ハにニ
を徐々に加え乳化し、内相に分散させる水中油エマルション２を作成した。ホ、ヘの成分
をそれぞれ７０℃に加熱し、ヘにエマルション１を加え分散させた後、エマルション２を
加え分散させ、これをホに徐々に加え乳化し、攪拌冷却し本発明のエマルションを作成し
た。
（イ）
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　重量部
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　 ０．４　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ステアリルステアレート　　　　　　　　　　　　 ０．６　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
（ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　　　　　　 ０．３　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　 １５　　　重量部
ツボクサエキス　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２１．４　重量部
（ハ）
ホホバアルコール　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．０６重量部
レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
揮発性ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　重量部
グリセリルトリイソオクタネート　　　　　　　　 ０．８　重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
（ニ）
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．５　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．０７重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．５７重量部
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
ケルトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ホ）
アラセルＰ－１３５　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０　　　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．３　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．５　重量部
揮発性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０６重量部
ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ヘ）
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シリカ被覆チタンマイカコーテドシリカ　　　　　 １　　　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ６　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
グルコシルエトキシメチルアクリレートポリマー　 １　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０．９　重量部
【００１７】
＜実施例４＞
　実施例１と同様に、以下に示す、処方に従って、本発明の複合エマルションを作成した
。即ち、イ、ロの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、イに徐々にロを加えて乳化し、粗乳化
物を作成し、これをマイクロフルイダイザーにかけて粒子を均一化処理し、内相に分散さ
せる水中油エマルション１を作成した。ハ、ニの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、ハにニ
を徐々に加え乳化し、内相に分散させる水中油エマルション２を作成した。ホ、ヘの成分
をそれぞれ７０℃に加熱し、ヘにエマルション１を加え分散させた後、エマルション２を
加え分散させ、これをホに徐々に加え乳化し、攪拌冷却し本発明のエマルションを作成し
た。
（イ）
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　重量部
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　 ０．４　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
ステアリルステアレート　　　　　　　　　　　　 ０．６　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
（ロ）
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　　　　　　 ０．３　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　 １５　　　重量部
ツボクサエキス　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２１．４　重量部
（ハ）
ホホバアルコール　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E　　　　　０．０６重量部
レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
揮発性ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　重量部
グリセリルトリイソオクタネート　　　　　　　　 ０．８　重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
（ニ）
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．５　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．０７重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．５７重量部
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
ケルトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ホ）
アラセルＰ－１３５　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
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ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０　　　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．３　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E　　　　　０．５　重量部
揮発性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ヘ）
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０８重量部
シリカ被覆チタンマイカコーテドシリカ　　　　　 １　　　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ６　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
グルコシルエトキシメチルアクリレートポリマー　 １　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０．９　重量部
【００１８】
＜実施例５＞
　実施例１と同様に、以下に示す、処方に従って、本発明の複合エマルションを作成した
。即ち、イ、ロの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、イに徐々にロを加えて乳化し、粗乳化
物を作成し、これをマイクロフルイダイザーにかけて粒子を均一化処理し、内相に分散さ
せる水中油エマルション１を作成した。ハ、ニの成分をそれぞれ７０℃に加熱し、ハにニ
を徐々に加え乳化し、内相に分散させる水中油エマルション２を作成した。ホ、ヘの成分
をそれぞれ７０℃に加熱し、ヘにエマルション１を加え分散させた後、エマルション２を
加え分散させ、これをホに徐々に加え乳化し、攪拌冷却し本発明のエマルションを作成し
た。
（イ）
ベヘン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　重量部
ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　 ０．４　重量部
グリチルレチン酸ステアリル　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ステアリルステアレート　　　　　　　　　　　　 ０．６　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
（ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
１０％水酸化カリウム水溶液　　　　　　　　　　 ０．３　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．２　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　 １５　　　重量部
ツボクサエキス　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２１．４　重量部
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１１重量部
（ハ）
ホホバアルコール　　　　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．０６重量部
レシチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
揮発性ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　 １　　　重量部
グリセリルトリイソオクタネート　　　　　　　　 ０．８　重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
（ニ）
アルブチン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
加水分解コラーゲン　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
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グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．５　重量部
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　 ０．０７重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５．５７重量部
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０２重量部
ケルトロール　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０１重量部
アテロコラーゲン　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ホ）
アラセルＰ－１３５　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ジメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０　　　重量部
フェメチコン　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３．３　重量部
シュガーワックス（登録商標）S－１０E 　　　　 ０．５　重量部
揮発性シリコーン　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０５重量部
ブチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　 ０．１　重量部
（ヘ）
シリカ被覆チタンマイカコーテドシリカ　　　　　 １　　　重量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　 ６　　　重量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２　　　重量部
ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　 ０．５　重量部
グルコシルエトキシメチルアクリレートポリマー　 ２　　　重量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０．９　重量部
【００２１】
【発明の効果】
本発明によれば、作用時間の延長や恒常的制御など有効成分の放出制御可能な、化粧料用
或いは医薬用の製剤を提供できる。
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